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記シリーズ 2001ー 3 （油彩）
“Ki”Series, 2001ー 3 ( Oil Painting) 
野 崎 嘉 男
Yoshio NOZAKI 
130. 6cm×162. Ocm 
制作 2001, 7 
第31回グルッペ・ゼー工ン展 2001,8,6～8, 1 （札幌時計台ギャラリー）
6 野｜崎：「記シリーズ2001」制作ノ トー
記シリーズ 2001-4 （油彩）
“Ki”Series, 2001 -4 ( OilPainting) 
野 自奇 嘉 男
Yoshio NOZAKI 
130. 6cm×162. Dem 
制作 2001,7 
第31回クルッペ・ゼー工ン展 2001,8,6～8, 1 （札幌時計台ギャラリー）
記シリーズ 2001-5 （油彩）
“Ki”Series, 2001ー 5 (Oil Painting) 
野 山奇 嘉 男
Yoshio NOZAKI 
72. 7cm×60. 6cm 
制イ乍 2001, 7 







この 「記 シリーズjでは、意図的に並列した正方形や凹型、半円方形などに、 多種の単純
記号や図形を連想させる線を即興的に刻みこみ、イメージの記録を埋め込む仕事を1997年から
続けてきた。彩度の高い色彩の面組合せと、奔放なd息づく線の軌跡のせめぎあいで、空間感を
探ることを狙っているが、なかなか思うようにはいかない。線は生きものであると、よく言わ
れるが一本の単純な線でも生命感あふれるものにしたいと、絶えず意識し続けている。記シリ
ーズの初期の作品の線を見ると、やはりスピード感が不足しているのがわかる。線に作者の呼
吸、心持、息づきが見えなければ、鑑賞者に本当の線の意味を伝えることが難しいと思ってい
る。このシリーズでは、僕の呼吸、心持、息づきを、スピード感のある線としなやかな線で、
人聞が本能として持っている原初的な形態を表現していきたいと考えている。
7月5日、ちょうど、この作品を制作中に、北海道新聞の記事で、フランスの国立先史セン
ターが、昨年9月に同国南西部ドル ドー ニュ県キュサックの洞窟で発見された先史時代の線刻
画が、 3万5千年から 2万2千年前に描かれたとする第一次調査報告を発表したことを伝えて
いた。洞窟内の縦、横10数メートルの壁面を石器で削って、マンモスや牛、馬、人間の女性な
ど150点以上の線刻画を描いている。新聞には馬の線刻画の鮮やかな写真が掲載されていた
が、 交差する複数の動物の状態が息づくような線刻形態で、3万5千年から 2万2千年の時空
を超えて、生き生きと私たちに確かなメ ッセー ジを伝えているのには驚嘆した。
「線」を主な表現手段にしている現在の制作にとって、あらためて「線」を考えるよい機会
を与えられた。
